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N07a KWFC銀河面変光天体探査 (KISOGP)–IV
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周期光度関係をもつ脈動変光星は高精度の距離決定が可能であり、銀河系の構造などを調べるためのよいトレー
サである。ミラ型変光星は、十億～百億年程度の年齢をもつ漸近巨星分枝 (AGB)星で、その周期や表面化学組
成が酸素過多であるか炭素過多であるかということから、その星の年齢と初期金属量に制限をつけることができ
る。また、赤外線で非常に明るく、星間減光の強い銀河系円盤を探るのに適している。
我々は、東京大学木曽観測所のシュミット望遠鏡と超広視野カメラKWFCを用いて、銀経 60–210度の広い範

囲 (KWFCで 80視野、合計約 320平方度) 対する銀河面変光天体探査を行っている。2012年 4月からの 3年間
に行った各視野 40回以上の観測から、食連星やYSO変光天体など多様な種類のものを含めて数千個の変光天体
を見つけつつある。まず振幅の大きな変光星について解析を進めており、700個程度のミラ型変光星候補を検出
した。そして、ライトカーブからほぼ確実にミラ型変光星であろうという天体を中心に、国立天文台岡山天体物
理観測所 188 cm望遠鏡と兵庫県立大西はりま天文台なゆた望遠鏡で分光追観測を行い、酸素過多と炭素過多の
タイプ分類を進めている。本講演では、両者の割合が周期や銀河系中の位置にどのように依存しているか、銀河
系の既知の天体やマゼラン銀河などの恒星系のそれと比較しながら議論を行う。


